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手つくりおもちゃに挑戦

　2月16日、竹ぶえ、竹トンボなど昔なっかしいおも

ちゃを作り上げる「伝承玩具遊び教室」が白石第二小

学校で開かれました。全児童985人が27のグループに

分かれ、上級生は下級生の指導をしながら糸ノコ、モ

ミギリ、小刀などの工具を使いけん玉、まんげ鏡、わ

りばし鉄砲、竹トンボ、竹ぶえなどを1乍りました。同

教室は、「創意の時間」を利用し、創造の喜びを体験、

習得するため、ふるさとに伝わる玩具作りをとおして

行われました。
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のあらまし

　
市
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
昭
和
五
十
七
年
か
ら
十
年
の
年

次
計
画
に
よ
り
住
居
表
示
整
備
事
業

に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
概
要
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
実
施
す
る
（
さ
れ
た
）
地
域
及
び

　
方
法
は

ー
｝
乙
方
針

「
本
市
に
お
け
る
住
居
表
示
は
、

街
区
方
式
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と

す
る
已

わ
た
く
し
た
ち
の
市
の
住
居
表
示

は
、
原
則
と
し
て
街
区
方
式
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
ま
す
．
、

「11

中
1＞

　
「
住
居
表
示
実
施
に
伴
う
市
の
中

心
は
、
白
石
市
役
所
と
す
る
。
」

こ
れ
は
、
新
し
い
住
居
表
示
に
お

け
る
特
色
の
一
つ
で
す
。
す
で
に

住
居
表
示
が
行
わ
れ
て
い
る
市
町

の
中
心
地
は
、
市
役
所
や
駅
に
定

め
ら
れ
て
い
る
の
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
わ
た
く
し
た
ち
の
市
で

は
市
街
地
形
態
な
ど
を
検
討
し
、

白
石
市
役
所
が
市
の
中
心
に
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

づ
典
糸
の
定
め
方
．

①
「
従
来
の
名
称
を
基
と
す
る
が
、

新
た
に
つ
け
る
場
合
は
、
簡
明
な

　
臼
石
旧
町
内
、
大
鷹
沢
の
一
部
、

大
平
の
一
部
、
福
岡
の
一
部
で
総
面

積
約
五
百
五
十
ヘ
ヲ
タ
ー
ル
を
街
区
r

方
式
に
よ
り
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

▽
こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
新
し
い
｛

　
地
名
は

　
「
寿
山
」
　
「
緑
が
丘
」
　
「
旭
町
」

「
大
川
町
」
　
「
城
北
町
」
　
「
西
益
岡
〉

町
」
が
あ
り
ま
す
。

も
の
、
歴
史
的
に
由
緒
の
あ
る
も

　
の
、
親
し
み
深
い
も
の
、
語
調
の

　
よ
い
も
の
な
ど
を
選
択
し
採
用
す

　
る
。
」

（
⑭
）
「
新
町
名
は
、
出
来
る
だ
け
当

　
用
漢
字
を
用
い
る
。
」

③
「
市
内
を
通
じ
て
、
同
一
の
町

名
ま
た
は
類
似
の
町
名
は
さ
け
る
已

④
「
町
名
に
丁
目
を
つ
け
る
場
合

は
、
お
お
む
ね
四
・
五
丁
目
程
度

と
す
る
。
」

新
し
い
町
名
（
市
町
村
名
を
言
う

　
の
で
は
な
ど
＼
こ
の
場
合
の
町
名

と
は
現
在
用
い
て
い
る
字
名
等
）

は
こ
れ
ら
の
条
文
に
そ
っ
て
決
め

て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

町
の
墳
界

「
町
の
境
界
は
、
道
路
、
河
川
、

水
路
、
ま
た
は
鉄
道
そ
の
他
恒
久

的
な
施
設
に
よ
っ
て
定
め
る
。
」

簡
単
で
移
動
の
少
な
い
町
界
線
に

す
る
た
め
に
、
町
の
境
界
は
、
道

路
や
川
な
ど
で
定
め
ら
れ
ま
す
。

、
5
町
の
形
状
及
び
規
模

①
「
町
の
形
状
は
、
そ
の
境
界
が

複
雑
に
入
り
く
ん
だ
り
、
飛
地
が

生
じ
な
い
よ
う
で
き
る
だ
け
簡
単

な
境
界
線
を
も
っ
て
区
画
さ
れ
た

　
｝
団
を
形
成
す
る
よ
う
留
意
す
る
。
」

②
「
町
の
規
模
は
、
そ
の
地
域
の

性
格
、
形
態
及
び
人
口
、
家
屋
の

密
度
等
を
勘
案
し
、
そ
の
大
き
さ

は
、
お
お
む
ね
次
の
基
準
に
よ
る

も
の
と
す
る
が
、
そ
の
区
域
内
に

学
校
、
公
園
、
運
動
場
等
が
あ
る

場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
住

宅
地
域
”
十
～
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
凶

町
割
り
を
行
う
場
合
は
、
で
き
る

だ
け
簡
明
な
境
界
線
で
区
画
す
る

よ
う
に
し
、
町
の
規
模
は
、
原
則

と
し
て
十
～
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
住

居
地
域
の
場
合
）
に
し
ま
す
。
…

彗
丁
自
の
配
列

　
「
丁
目
は
、
原
則
と
し
て
町
の
中

心
よ
り
放
射
式
に
つ
け
る
が
、
地

形
、
交
通
等
の
関
係
か
ら
や
む
を

得
な
い
場
合
は
、
環
状
式
に
よ
り

配
列
す
る
］

7
街
　
区
　
割

〔
①
「
凶
、
町
の
境
界
」
に
準
ず
る

施
設
ま
た
は
、
地
物
に
よ
っ
て
囲

ま
れ
た
区
域
を
、
街
区
と
す
る
。

②
二
街
区
の
面
積
は
、
お
お
む
ね

三
十
平
方
メ
ー
ト
場
か
ら
五
十
平

方
メ
ー
ト
ル
程
度
と
す
る
が
、
地

域
の
特
殊
性
を
考
慮
し
て
増
減
で

き
る
も
の
と
す
る
。

町
界
が
決
定
す
る
と
、
さ
ら
に
町

を
区
割
（
街
区
割
）
し
ま
す
。
一

街
区
は
、
わ
か
り
や
す
い
地
物
に

囲
ま
れ
た
地
域
で
、
面
積
は
千
坪

か
ら
千
五
百
坪
程
度
に
な
り
ま
す
。
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「
街
区
符
号
は
、
数
字
を
用
い
町

の
中
心
に
最
も
近
い
街
区
を
起
点

と
し
て
、
連
続
蛇
行
式
に
よ
り
順

序
よ
く
つ
け
る
も
の
と
す
る
．
］

市
の
中
心
に
近
い
街
区
か
ら
順
序

よ
く
番
号
（
街
区
符
号
）
を
つ
け
、

こ
れ
を
「
番
」
で
表
し
ま
す
。
　
（
図

一
参
照
）

「
住
居
番
号
は
、
住
居
表
示
台
帳

と
し
て
作
成
さ
れ
る
地
図
に
基
づ

い
で
、
、
次
の
基
準
に
よ
り
建
物
及

び
工
作
物
に
つ
け
る
も
の
と
す
る
已

①
市
の
中
心
に
近
い
街
区
の
す
み

を
起
点
に
し
、
原
則
と
し
て
右
回

り
に
街
区
の
境
界
線
を
一
定
の
間

隔
に
区
切
り
、
任
居
番
号
の
基
礎

に
な
る
番
号
（
基
礎
番
号
）
を
当

該
問
隔
に
順
次
つ
け
ま
す
、
．
た
だ

し
、
街
区
の
す
み
か
曲
線
の
場
台

は
、
起
点
に
近
い
適
当
な
点
を
定

め
ま
す
。

2

今月で満3鐸

＠
基
礎
番
号
の
間
隔
は
、
原
則
と

し
て
十
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
が
、

工
業
地
域
や
そ
の
他
特
殊
地
域
に

つ
い
て
適
切
に
定
め
ま
す
。

（
的
基
礎
番
号
の
つ
け
方
は
、
一
辺

精
算
方
式
（
図
三
参
照
）
に
基
づ

き
ま
す
が
、
街
区
の
一
辺
の
端
数

は
四
捨
五
入
に
よ
り
整
理
し
ま
す
．
、
．

「
住
居
番
号
は
、
次
の
各
号
に
該

当
す
る
基
礎
番
号
を
も
っ
て
、
当

該
建
物
の
住
居
番
号
と
す
る
已

④
建
物
等
の
主
要
な
出
入
口
が
、

街
区
の
境
界
に
な
る
道
路
に
接
し

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
出
入
口
が

街
区
の
境
界
線
に
接
し
て
い
る
基

礎
番
号
に
し
ま
す
。

⑤
建
物
等
の
主
要
な
出
入
口
が
、

街
区
の
境
界
に
な
る
道
路
か
ら
離

れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
建
物
か

ら
道
路
へ
の
主
要
な
通
路
が
、
街

区
の
境
界
線
に
接
し
て
い
る
基
礎

番
号
に
し
ま
す
。

住
居
番
号
は
、
家
屋
の
出
入
口
を

現
地
調
査
し
て
図
面
に
記
載
し
て

か
ら
、
こ
れ
ら
の
条
文
に
基
づ
い

て
定
め
ら
れ
ま
す
。

「
特
殊
な
場
合
の
住
居
番
号
は
、

次
の
基
準
に
よ
っ
て
付
定
す
る
凶

①
建
物
等
の
出
入
口
ま
た
は
道
路

の
中
必
が
、
二
つ
の
基
礎
番
号
の

境
目
に
あ
た
る
と
き
の
建
物
の
住

居
番
号
は
、
原
則
と
し
て
若
い
数

字
の
基
礎
番
号
に
し
ま
す
。

「
住
居
番
号
を
つ
け
る
べ
き
建
物

の
種
類
に
つ
い
て
は
、
市
長
の
認

定
に
よ
る
が
、
入
の
住
ん
で
い
な
い

倉
庫
等
に
つ
い
て
も
そ
れ
が
独
立

建
物
と
し
て
あ
る
場
合
は
、
住
居
番

号
を
付
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
凶

掬
新
住
居
表
示
の
仕
方

図
二
を
参
照方

」

庄居番起

基礎番月

柱番号
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市の中一
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一
』

号
留
考

○
各
番
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轟
似

幡
下
磐

臼石市○○（丁目）
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　　　　　　　街
、r縮市ご｝山∠、，与

②中高眉建物3階以上

白石市OO（丁目）○番○一〇号
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0袋小路における建物

良
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3月14日

白石蔵王駅

　で記念行事

国鉄ダイヤ改正

繊束北新幹線上野開業

．上野駅
「やまびこ．11時間騒齢

「あおぱ」2時闘1扮
白石蔵韮駅

臼
石
蔵
王
駅
の

時
刻
か
か
わ
り
ま
す

　
東
北
新
幹
線
上
野
開
業
に
よ
り
、

大
宮
駅
で
の
乗
り
換
え
が
な
く
な
り

ま
す
、

　
大
増
発
に
よ
り
一
時
間
に
一
本
運

転
さ
れ
ま
す
。

　
待
望
の
や
ま
び
こ
停
車
も
実
現
し

ま
し
た
。

　
臼
石
蔵
王
駅
か
ら
上
野
ま
で
「
や

ま
び
こ
」
は
↓
時
問
五
十
四
分
「
あ

お
ば
」
で
二
時
間
十
一
分
で
到
着
し

ま
す
。

白
指
醗

｛
越
河
・
索
白
石
・
北
白
川

の
蒔
柚
　
｝
け
り
ま
す

　
仙
台
を
中
心
に
大
増
発
、

適
で
便
利
に
な
り
ま
す
。

よ
り

快

14

2

・
」
、
．
翁
踊
粥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
汚

「
に

嘘易皿磨．輸
送
に
な
り
ま
す
。

　
全
列
車
電
車
化
し
ド
ア
ー
は
自
動
一

化
、
ス
ピ
：
ド
ア
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
仙
台

方
面
か
ら
一
本
の
列
車
だ
け
が
二
本

に
増
え
ま
し
た
。

※
壁
貼
り
時
刻
表
、
ポ
ケ
ッ
ト
時
刻

表
は
、
駅
で
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

計上り下り

211
一
イ7

11

区　　　間

癌島・仙台間

白石・仙台闇

白石・利府闇

デ
ー
タ
イ
ム
等
時
隔
で
高
頻
度
の

耽
自
川
駅
民
問
委
託
を
実
施

　
無
人
化
対
策
に
管
理
組
合

　
を
発
足
乗
車
券
の
発
売
へ

国
鉄
は
近
代
化
と
合
理
化
の
た
め

　
ウ
脚
勧
“
．
い
郵
卸
執
撫
』
翻

、
、
曳

蹟
騨
　

矯
　
　
　
　
一

諦・

自
石
消
防
東
部
詰
所
開
設

　
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
で
は
、
当
市
の
東
部
地
域
の

消
防
体
制
の
不
安
を
解
消
し
、
初
期

消
火
活
動
に
万
全
を
期
す
た
め
、
都

市
計
画
街
路
森
合
雁
狩
橋
線
が
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
1

、

工
　　｝　｝一皿

　＝申

曳㍗

昨
年
十
二
月
一
日
か
ら
東
北
本
線
北

自
川
駅
な
ど
十
の
駅
を
対
象
に
無
人

化
に
踏
み
切
り
ま
し
た
が
、
北
臼
川

駅
の
地
元
の
人
た
ち
の
手
で
「
無
人

化
」
を
避
け
よ
う
と
、
民
問
委
託
に

よ
る
駅
の
運
営
を
昨
年
同
月
よ
り
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
地
区
ぐ
る
み
で
設
立
さ
れ
た
「
北

白
川
駅
乗
車
券
類
発
売
管
理
組
含
」

（
相
原
武
雄
組
合
長
）
で
は
、
地
元

国
鉄
O
B
四
人
に
運
営
を
委
託
し
て

お
り
、
営
業
時
間
は
午
前
七
時
か
ら

午
後
七
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
国
鉄
O
B
は
、
尾
形
近
孝
さ
ん
、

小
熊
今
朝
吉
さ
ん
、
佐
藤
多
美
雄
さ

す
る
ま
で
の
哲
定
措
置
と
し
て
、
自

石
消
防
署
東
部
詰
所
を
開
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
Q

　
施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
設
置
場
所
　
白
石
市
字
寺
屋
敷
前

　
2
5
～
6
（
臼
石
市
中
央
公
民
館
敷

　
地
内
）

▼
配
備
体
制
　
消
防
ポ
ン
ブ
車
一
台

　
を
配
備
（
署
員
は
常
駐
せ
ず
、
異

　
常
気
象
時
等
の
災
害
発
生
の
お
そ

　
れ
の
あ
る
場
合
、
特
別
警
戒
（
巡

　
回
）
を
実
施
す
る
。

▼
施
設
の
概
要
　
仮
設
車
庫
及
び
署

　
員
待
機
所
（
プ
レ
ヘ
ブ
作
り
、
平

　
屋
建
て
、
四
六
。
．
m
）

ん
、
平
間
正
さ
ん
の
四
名
で
、
現
在

わ
ず
か
の
謝
礼
程
度
で
働
い
て
い
ま

す
。

　
同
組
合
の
管
理
運
営
費
は
窓
口
で
一

発
売
さ
れ
る
新
幹
線
、
普
通
乗
車
券
、

特
急
券
、
定
期
乗
車
券
な
ど
の
販
売
，

に
伴
う
手
数
料
収
入
が
基
本
な
の
で
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
に
北
白
川

駅
で
乗
車
券
を
買
い
求
め
て
い
た
だ

く
よ
う
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
り
増
収
を
・

計
る
方
法
を
見
い
だ
そ
う
と
賢
命
で

す
。※

詳
し
く
は
、
北
白
川
駅
乗
車
券
類

発
売
管
理
組
合
費
七
－
二
一
一
九
へ

お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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国民健康保険被保険者証の『更新』

3月19日～28日　　　忘れないで
号が変ります）の交付をうけてい

る世帯の方は前もって準備し当日

取替えて下さい。

　くはしくは、市役所保険課へお

たずねください。

で忘れないで取替えて下さい、，も

し取替えの手続きをしませんと医

者にかかれません。取替えの日程

は次のとおりです。なお㊥、⑬又

は唾）、乳幼児医療費支給者証（番

　現在使用されています国保被保

険者証（ウグイス色）。退職被保険

者等証明書の有効期限は3月31日

までです。4月1日からは新しい

クリーム色の保険証に変りますの

国鐸健康保険被裸険者議の璽新日程

　　　　　行　　　　政　　　　区

越河全区

斎川全区

大鷹沢全区

大平全区

1、2、3、4、5の各区

6、7区
鎌先、弥治郎

上原、下原、沖、山ノ下、山根

八宮、芹沢、大網

西区下、西区上、南区、北区、東区

三庄

蔵王

忘不

川原子

上戸沢

下戸沢、冷清水

大熊、赤井畑、東

塩倉、中北

新町、赤坂、猿鼻

小久保平

明戸、湯元

滝上、滝下、尾へら

’
君下弓

上郡山2
郡山

本郷第1

巣鷹

4長町、亘理町、短ケ町、清水小路、本郷第3

中町、新町、西益岡、中益岡、東益岡、寿町

南町、田町、本町、柳町

　※指定日に更新できなかった方

更新場所
越河公民館
斎川公民館
大鷹沢公民館

大平公民館
臼川公民館
犬卒都婆集会所

鎌先詰所
福岡公民館
八宮生活センター

深谷公民館
三住分校
蔵王集会所
不忘水田転作センター

川原子集会所

上戸沢集会所

下戸沢集会所

大熊集会所
小原公民館
睾斤　田丁　集　　会　　戸斤

小久保平集会所

明戸集会所
滝下集会所
イ・一「　倉圏集　会・戸斤

郡山集会所
中央公民館
寿山集会所
図　書　館
市役所第二惑講

市役所第二会議室

　　　〈二階〉

　　時　　問

9　：00～11　：30

13：00～16：00

9　：0｛）～11　：30

13：01）～16：00

9：01）～11：30

！3：00～15：00

9：01）～10：00

11　＝Ol）～！6：00

9：0〔）～11：00

13　：0〔）～15　：30

9　：30～1｛）：30

11：00～12：00

13：00～14：00

15：00～16：00

10：00～11　：｛）O

l2：30～14：00

14：3〔）～15　：30

9　：30～11　：30

13：0〔）～15：30

9　：30～10　：00

11：00～12：00

13：00～15：30

9＝00～10：00

10：30～11　：30

13：00～16：00

9　：0〔）～11　：30

！3：00～16：00

9：00～16：00

地区

越演
斎川
大鷹沢

大平

日月

3月19日

　（火）

μ1白

福岡

3月20日

　1水1

福岡
3月22日

　陶

小　原
3月25日

　1目1

ノ』、原

福　岡

石白
．

3月26日

　（帰

石白
3月27日

　　1オく1

0（｝～16：009石白
3月28日

　巾
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丁
・

彦

J
二
冒

謬
弔
日

　
　
　
　
渦
＝
．
L
嘔
　
、

ご
一
耐
藁
万

　
毎
日
の
暮
ら
し
に
お
い
て
、
春
休

み
は
生
活
の
リ
ズ
ム
が
変
わ
り
や
す

い
時
期
で
す
。

　
生
活
に
お
い
て
大
事
な
時
間
を
有

意
義
に
過
ご
す
た
め
春
休
み
の
ス
ヶ

ジ
ュ
ー
ル
作
り
を
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
、
お
年
寄
り
と
の
会
話
を

す
る
時
間
を
持
つ
と
か
、
そ
れ
は
経

験
豊
か
な
へ
生
を
過
ご
し
て
き
た
人

々
で
す
の
で
、
自
分
自
身
が
大
き
く

成
長
す
る
う
え
で
は
、
多
く
の
知
識

を
交
え
て
お
話
し
く
だ
さ
る
で
し
ょ

う
D　

核
家
族
が
さ
け
ば
れ
る
現
代
、
や

が
て
や
っ
て
く
る
高
齢
化
社
会
が
せ

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
遠
方
の
祖
父
母
な
ど
に
手
紙
を
書

く
時
間
を
取
る
方
法
も
一
手
段
と
言

え
ま
す
．
、
．
わ
か
ら
な
い
言
葉
は
、
辞

書
を
引
く
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
事
が

あ
れ
ば
、
や
は
り
身
近
か
な
人
に
聞

く
こ
と
が
大
切
で
す
．
、
た
ま
に
は
、

図
書
館
で
調
べ
た
り
、
読
書
を
楽
し

む
の
も
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
わ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
う
ま
い
時

間
を
費
し
、
将
来
青
少
年
諸
君
が
次

代
を
担
う
時
に
は
、
す
ば
ら
し
い
英

知
を
暮
ら
し
に
生
か
す
工
夫
を
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
、

　　滅

　　％

一57
－31

　増

へ　数

一721
－248八

二勿1
一

（一80．0
－40．6

隔一19．8

十112．5

顧一34．6

〔一8♪

　一13
〔一201

　－16
1十2ノ
　十　9
1－54ナ

　ー241

昭58年

1126｝

　　785人
（211
　　　49

一一　　　81

　　　　8
⑲5／
　　696

昭59年

一　　537人
し91
　　　46
121
　　　19
（111
　　　65

『　　　17
（411
　　455

年別
分区

総　1㌧　員

特別ξ去づ巳少年

（ト犯不良行鳥少年

‘　　♪F勺は女・了二でr勺数

　51）入76．9％　　（3）　ぐ犯不良行為少年の学職別行為別状況

＼　　　　　　（学職別）　　　　　　　　　（行為別1
342人75．2％

　
　
陽

煙
砿
凪

　
ク
　
　

喫
工

1．臼石警察署管内の状況

　111特　　徴
　　　○特別法犯を除き減少している、

　　　○刑法犯少年の43％は中学生である。

　　　O刑法犯少年の72％は窃盗1万引等〉である。
　　　○中学生間の暴力事件で』12名カボ補導されて1，、る。

　　　C・特別法犯少年17名のうち11名はシ｝ナー乱用である

、12）　刑2去犯少年の学耳哉別状況

291へ64，0％
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員
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5
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総
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q
良
友
〕

　
　
　
　
　
　
　
不
交
人
％

他
人
ー

　
　
　
　
楽
鍔
鉤
灘

の
1
3
％

　
　
　
　
呉
ン
ゴ
人
知

そ
1
忍

　
　
　
　
釧
唯
．
星
3

　
　
2
4

　
　
　
　
健
入
ゆ
倖

　
　
　
　
不
3
3

高校生

218人
147．9％

’　その他

　164入　　φ　　　　　　総人員
（36．0％〉

　　　　　　455八
　　　　　　　（100）

　　　　　小
　　　　事生
　　　30へ　　16．6％）中学生

　　　　　　43人
　　　　　　‘9．5％1

うタイヤ庵

履毒替え訓ノよう！！

ノ
，
ノこ．薦蕎で湛

3月からは、路面凍結等スパイケタイヤを必要とする日が日増しに少なくなります。

道路事情を考慮し、スパ仁フタイヤ使用の方は、はやめに履き替えるよう御協力をお願いします

スパイクタイヤ装着率

測定地点

　　公立刈田綜合病院前旧国道4号線

　　　　　l　l内昨年同期

7ウ
臼

圭，17416012．2061259．11．ま6定
日

測
月

G
ヲ
Q
U

1
9
］

4
β
U

4
【
」

り
0
2

£
U
　
ρ
U

9
白
6

0
Q
q
智

か
Q
6

9
り
9
山

O
Q
》

「
つ
　
ー4

2

り
冒
　
9

〇
一

袈着率

　％

レ受付　土曜の午後と日曜を除く毎日午前9時から午

　子麦4日寺まで・

レ申込場所　衛生課〔5）2111内線！29（数に制限があり

まますので、予め電話連絡のうえ利用1ださい。

☆ピン抜き機の貸出し☆

　スバイクタイヤ使用自粛椎進の一環として「ビン抜

き機」の貸出しを行っておりますC

6

新入学（園）児の交通安全

　
三
月
　
　
も
う
す
ぐ
新
学
期
で
す
。

　
新
入
学
（
園
）
児
を
お
も
ち
の
ご
家
庭
で
は
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
な
が
ら
、
何
か
と
準
備
に
お
忙
し
い
こ
と
で
し
よ
う
。

　
入
学
準
備
の
な
か
で
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
お
子
さ
ん
に
対
す

る
交
通
安
全
教
育
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
比
較
的
、
家
の
近
所
で
遊
ん
で
い
た
子
供
た
ち
も
、
通
学

（
園
）
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
行
動
範
囲
が
グ
ン
と
広
が
り
ま
す
。
行
き

帰
り
は
も
と
よ
り
、
新
し
い
友
達
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
り
・
…
－
こ
こ

で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
交
通
事
赦
で
す
。

　
お
子
さ
ん
へ
の
交
通
安
全
教
育
は
、
家
庭
で
の
“
し
つ
け
”
の
一
つ

と
し
て
、
ぜ
ひ
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。
お
子
さ
ん
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
　
　
。

巳
融
」
卦
、
ゾ
↑
霧
！

　
子
供
は
、
大
人
に
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
行
動
に
出
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
か
ら
子
供
の

生
命
を
守
る
に
は
、
子
供
特
有
の
行

動
パ
タ
ー
ン
を
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
一
般
的
な
子
供
の
行
動
特

性
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

づ＞ぐ7

り　　・一　ギ

　　　　馳
　　　　　“、

，、　1

rI漕一、

揮，
，「琴4『

1、切
欺

費

　
　
「
危
な
い
よ
㌧
達
琴
，

　
　
㌧
／
い
っ
た
抽
象
豹
望
皇
婁
・

　
　
け
』
）
く
理
”
屠
t
ー
ヂ
・
，
ー

』
撫
麟
鰐

　
．
飛
び
出
し
”
は
な
ぜ
危
な
い
か
、

、

止
ま
っ
て
い
る
自
動
車
の
下
や
後
ろ

で
遊
ぶ
の
が
ど
う
し
て
危
険
な
の
か
、

言
葉
で
注
意
す
る
だ
け
で
な
く
、
具

体
的
に
．
現
場
”
で
教
え
ま
し
ょ
う
。

大
人
と
は
違
う
行
動
パ
タ
ー
ン

ぐ

1＿

z
＝
　
、
ル
マ
は
必

　
　
拍
撃
を
攣
純

　
　
　
！
丸
・
ご
こ

　
車
は
急
に
は
止
ま
れ
ま
せ
ん
。
手

を
挙
げ
て
道
路
を
渡
る
よ
う
に
教
え

　
お
母
さ
ん
が
道
路
の
反
対
側
に
い

る
の
を
見
つ
け
た
り
、
遊
ん
で
い
た

ボ
ー
ル
な
ど
が
車
道
に
こ
ろ
が
っ
て

い
っ
た
り
す
る
と
、
車
の
通
る
の
も

忘
れ
て
走
り
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

る
と
、
子
供
は
「
手
を
挙
げ
れ
ば
車

は
す
べ
て
止
ま
っ
て
く
れ
る
」
と
単

純
に
思
い
込
み
が
ち
帰
な
り
ま
す
。

　
子
供
が
正
し
く
理
解
で
き
る
よ
う

に
、
教
え
方
に
も
注
意
を
払
い
ま
し

よ
う
。

蘭
　
そ
の
時
々
の
気
分
れ
よ
「

　
　
行
動
が
変
わ
る

　
子
供
は
、
喜
怒
哀
楽
が
そ
の
ま
ま

行
動
に
表
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

た
め
、
身
の
周
り
の
こ
と
に
対
す
る

注
意
力
が
散
漫
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

’
、
肖

　
子
供
は
、
自
動
車
の
そ
ば
や
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
の
中
に
入
っ
て
遊
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
物
陰
な
ど

で
遊
ぶ
と
、
運
転
者
な
ど
が
気
づ
か

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
た
い
へ
ん
危

険
で
す
。

　
い
つ
も
の
通
学
路
で
は
信
号
を
き

ち
ん
と
守
り
、
横
断
歩
道
を
正
し
く

渡
れ
て
も
、
別
の
道
路
で
は
、
そ
れ

が
で
き
な
い
こ
と
が
．
多
い
。

　一

宅　P

I㌧『

＝
」
　
戸

　
大
人
が
、
黄
信
号
な
の
に
走
っ
て

渡
っ
た
り
す
る
と
、
子
供
は
マ
ネ
を

し
ま
す
。
大
人
の
ル
ー
ル
違
反
は
子

供
の
交
通
安
全
の
し
つ
け
に
良
く
な

い
影
響
を
与
え
ま
す
。
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く
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は
動
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性
の
多
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類
も
含
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て
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月
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せ
て
一
晩
つ
け
こ
む
。
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多
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と
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消
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．
　
昭

　
　
　
　
　
漁
、
憧
　
航
～
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．
、
議
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か
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で
は
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が
よ
く
な
る
・
」
と
些
諮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
根
（
葉
つ
き
）
一
本
、
き
ゅ
う
り
　
と
り
も
な
お
さ
ず
食
事
に
含
ま
れ
て
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
　
一
本
、
人
参
青
本
、
レ
モ
ン
少
々
、
　
い
る
発
が
ん
物
質
や
発
が
ん
を
促
す
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
味
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
質
の
濃
度
を
薄
め
、
か
つ
早
く
排

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泄
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
腸
の
粘
膜
・

　
　
白
㍉
み
　
　
　
（
実
爆
↓
昊
の
乱
切
り
、
蕃
彪
険
物
か
ら
保
護
し
ま
す
．
こ
の

　
　
　
　
　
　
こ
　
　
皿
　
　
　
　
　
　
内
側
の
や
わ
ら
、
か
い
茎
を
選
び
、
　
ま
か
に
も
食
物
繊
椎
の
幅
広
い
効
用

　
　
　
　
　
　
複
漬
け
　
　
葉
を
し
ご
き
と
っ
≦
㎝
の
長
さ
劃
げ
ら
れ
て
影
す
臆
肪
の
吸
果

【
材
料
】
　
　
　
　
　
に
切
る
・
き
ゅ
う
り
は
・
縦
六
つ
収
が
阻
害
き
れ
る
の
で
・
血
液
中
に
』
結

自
茎
株
、
人
参
半
本
・
玉
ね
ぎ
一
　
割
り
に
し
て
三
㎝
の
長
き
に
切
る
・
コ
レ
ス
テ
▽
ル
や
中
性
脂
脇
が
増
査

個
、
ピ
ー
マ
ン
一
個
、
リ
ン
ゴ
半
分
・
人
参
は
細
切
り
・
　
　
加
す
る
の
を
防
ぎ
・
ひ
い
て
は
動
脈
調

ワ
カ
メ
と
レ
モ
ン
少
々
、
赤
と
う
が
　
（
②
3
％
の
塩
水
に
①
包
つ
け
こ
み
↓
　
硬
化
の
進
展
や
胆
石
の
生
成
を
予
防
　
　
一

ら
し
一
本
　
　
　
　
　
時
間
ほ
ど
お
く
・
　
　
　
し
ま
す
・
ま
た
栄
養
価
が
ほ
と
ん
ど

タ

【
作
り
方
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
酢
一
カ
ッ
プ
、
さ
と
う
大
さ
じ
二
　
な
い
の
で
肥
満
の
防
止
や
糖
尿
病
の
　
　
二

①
臼
菜
は
了
一
・
一
㎝
の
ざ
く
切
り
、
杯
、
し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ
】
杯
を
混
治
療
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
．
し
か
モ

　
人
参
、
玉
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
は
繊
　
　
ぜ
合
わ
せ
、
つ
け
汁
を
作
る
。
　
　
し
、
食
物
繊
維
を
多
量
に
と
る
と
入
「
活

切
り
、
リ
ン
ゴ
は
、
し
ん
・
伊
．
と
り
＠
②
の
水
け
を
軽
く
し
ぼ
っ
て
か
ら
体
に
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
な
ど
生

皮
つ
き
の
ま
ま
四
つ
割
り
に
し
、
ボ
ル
に
入
れ
レ
、
モ
ン
を
加
・
几
、
の
吸
収
が
阻
害
さ
れ
る
の
で
注
意
を
費

五
㎜
厚
さ
の
い
ち
ょ
う
切
り
、
レ
つ
け
汁
を
注
ぎ
一
時
間
ほ
ど
つ
け
要
し
ま
す
．
食
物
繊
維
は
、
食
物
と
肖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
！

　
モ
ン
も
い
ち
ょ
・
つ
切
り
、
ワ
カ
メ
　
　
こ
む
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
摂
取
す
べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
T

　
は
サ
ッ
と
ゆ
で
、
ざ
く
切
り
、
赤
　
　
　
ヅ
　
、
冷
旨
　
　
昌
　
、
　
　
　
　
は
、
人
参
、
き
ゅ
う
り
、
キ
ャ
ベ
ツ

と
う
が
ら
し
は
小
・
切
り
・
　
　
こ
轟
麺
．
て
，
噸
カ
リ
、
　
な
ど
の
野
菜
擾
脅
で
は
な
く
果

②
ボ
ー
ル
に
材
料
を
全
部
入
れ
、
塩
　
1
1
食
物
繊
維
の
効
用
目
　
　
　
　
　
　
物
，
大
豆
、
こ
ん
に
ゃ
・
＼
わ
か
め

　
大
さ
じ
一
～
一
杯
半
を
全
体
に
よ
　
　
食
物
繊
維
と
い
え
ば
す
ぐ
野
菜
の
　
な
ど
を
適
量
と
る
こ
と
で
す
。

・
㎜ 名

王。砂 糖

2．しょう油
3，サラダ濯1
4．小　麦　粉
5，食　パ ン

6，マーガリン
7．牛 乳

8．バ　タ
9　．　テ『f　ノシュ！受一！㌧一

フラ

11。ブロパンガス

12、カレーライス

13，理髪料
14．パーマネント料

15．灯 油

16．レキュラーガ’ノリン

17、軽 油

18．A　重　油

銘柄 規格

上白糖　　1kg
仁貢f母堂1’01呈「、1I　　l．8μ
　　rワ・、r」什二」乙．み1

ポリ容器入り　　1kg

薄力粉　 1k9

並　　食　　1斤
ソフトカ∫しトン入1）225g

紙容器入り　1，000e£．

カルトン入り　225g
400枚（200組）紙箱人り

幅30cm長さ20m（一巻）

10m」 （気体）

並　皿 皿
小学生調髪（洗髪を含む1

コー’レ熱ンヨートカ牛及0－
一ヒ　ト盆む，

（店頭価格　　1留）

（配達料込み　184）

1　2　現　金
1　2　現　金
1　召　現　金

最蘭縫
288円
525

575

240

170

215

280

598

158

245

5，150

450

1，600

6，000

1，450

1，450

153

lO5

82

最鱈櫨
268円
418

500

208

150

163

198

225

120

118

5。000

370

1，400

4，800

1，300

1，350

145

98

74

平均値
273円
448

537

221

155

！94

235

404

151）

194

5，080

431

1，500

5，250

1，345

1，383

147

100

79

翻平均徳格

273円
448

548

221

155

192

231

427

150

183

5，080

427

1，500

5，250

！，428

1，466

152

103

79

対前月価格比

　＿％

△2．0

1．0

1．7

△5．3

6．0

o．9

△5．8

△5．7

△3．3

△2．9

備 考

上昇品目：マーガリン、

牛乳、ラッブ、カレー

ライス

下降品目：サラダ油、

バター、灯油、レギュ

ラーガソリン、軽油

横ばい品目：砂糖、し

ょう油、小麦粉、食パ

ン、テfッシユペーパ

ー
、

プロパンガス、王里

髪料、パーマネント料、

重油

9

云
　
　
　
　
，
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1
　
一

　
　
　
　
、
』
　
階
1

融

　　　　　　　　　　　　　　　畦’十
　　新春芸能の祭典で熱演　　　・　　　　分校スキー大会

　　　　　　　　　○一大鷹沢公民館　　　　　　　　　　　（こ）一みやぎ蔵王白石スキー場

　2月17日、大鷹沢地区民の第5回新春芸能の祭典が　1　　2月7日、蔵王山麓の5分校（福岡小の不忘、長峰、

大鷹沢小学校体育館で開かれました。祭典では、大町　　　蔵王、八宮と深谷小の三住分校）のスキー大会がみや

大神楽でスタート、歌謡曲や民謡、踊りなどに地区民　　　ぎ蔵王スキー場で開かれ、歓声がこだましました。大

が登場、各地区ごとに日頃練習した成果を披露しまし　　　会では、児童76人が回転、大回転の2本ずつを滑り、

た。訪れた地区民約350人が熱演の出場者に手拍子や　：　合計タイムを競い合いました。この日は、晴天のスキ

花束を送っていました。地区民一体となった大会は、　i　一コンデションにめぐまれ、チビッコ達も父母たちの

5回を数え、地区民の親睦も一層向上、長時間にわた　，　声援にこたえようと記録に挑戦していました。この催

った祭典も寒さをふっとばす熱演が5時問続き、意気　：　しは今年で4回を数え、分校児童たちの親睦、体力を

さかんに行われていました。　　　　　　　　　　　　　目指した大会です。

　　　　　　　　　　　　　　わだい

ポ

騨「「』　　　　　　　卍署煽

＿、＿契墨病

2
一ψ 劉

　　県内で2番目の支部結成
　　　　（⊃一「小さな親切」運動白石支部

　2月16日、「小さな親切」運動白石支部結成大会が七

十七銀行で行われ、県内では2番目の支部（鈴木誠太

郎支部長）としてスタートしました。

大会では川井市長が「小さな親切に満ちあふれたま

ちにしよう」とあいさつ。今年度の事業として市内の

クリーンキャンペーン計画などを決めた後、環境美化

運動などに奉仕1、てきた斎川小「緑の少年団」と支部

結成に向け準備を進めてきた松野金夫さん181）にそれぞ

れ表彰状・感謝状が手渡されました。

　　ジャンボかるた取り大会

　　　　　　　　　　○一白川小学校
　さる1月3！日、自川小学校（安藤正一校長、児童数

189人）で「動くジャンボかるた取り大会」が開かれま

した。大会では、先に制f乍した縦40cm、横50cmのジャ

ンボ絵札を児童たちが学年ごとに交代で背卸、・、読み

札が高々と読み上げられると他の児童たちが一斉にス

タート、勢い余って転倒する場面や折り重なるシーン

も見受けられました。児童たちは、寒さを吹き飛ばし

て元気いっぱいグラウンドを駆け回り、にぎやかな応

援合戦なども繰り広げていました。

8



　　；

　

’
宙
・

日
、
薗

易

へ
き
地
へ
郵
便
物
を
届
け
る
こ
と
27
年

鈴
木
　
今
朝
治
郎

さ
ん

　
市
内
福
岡
八
宮
に
住
む
鈴
木
今
朝
治
郎
さ
ん
へ
六
十
八
歳
）
は
、

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
、
宮
郵
便
局
か
ら
川
原
子
・
不
忘
地
区
へ
の

集
配
個
人
業
務
を
受
託
き
れ
て
以
来
、
今
年
で
二
十
七
年
と
三
カ
月
。

　
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
東
北
郵
政
局
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
日
曜
日
を
除
く
毎
日
、
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
り
配
達

に
出
か
け
ま
す
。
（
免
許
を
取
得
す
る
ま
で
の
十
二
年
徒
歩
で
業
務
に

携
わ
っ
た
経
験
を
持
つ
。
）
い
つ
も
十
時
過
ぎ
に
八
宮
の
集
配
所
を
出

　
　
　
（
川
原
子
に
て
）

〈
雪
道
を
行
く
鈴
木
さ
ん

欝
ド
・

曳
．

・
．
筆

藷

触
r
劉

灘
讐

発
し
、
受
け
持
ち
戸
数
（
七
十
戸
）

に
郵
便
物
を
配
達
し
帰
宅
す
る
の
が

三
時
前
後
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
取
材
当
日
、
雪
道
を
行
く
ベ
テ
ラ

ン
鈴
木
さ
ん
の
オ
ー
ト
バ
イ
の
運
転

は
、
よ
り
慎
重
で
し
た
ね
ー
。
コ
番

こ
の
季
節
が
体
に
こ
た
え
ま
す
ね
ー
」

「
長
く
各
戸
を
回
っ
て
い
ま
す
と
顔

な
じ
み
に
な
り
、
特
に
、
今
日
み
た

い
な
雪
の
日
に
『
お
茶
で
も
飲
ん
で

沿
休
み
く
だ
さ
い
』
と
い
う
暖
か
い

言
葉
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
ね
ー
」

「
夏
は
大
自
然
に
囲
ま
れ
快
適
の
一

言
で
す
ね
ー
」
と
微
笑
を
浮
べ
…
。

　
今
回
の
贈
呈
の
喜
び
に
つ
い
て
の

質
問
に
「
赤
井
畑
局
長
さ
ん
を
は
じ

め
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
い
た
だ

き
、
ま
た
内
助
の
功
も
あ
り
ま
し
た

が
…
」
と
話
し
、
奥
さ
ん
の
き
よ
さ

ん
は
「
健
康
で
働
い
て
い
た
だ
き
ご

苦
労
様
で
し
た
」
と
に
っ
こ
り
。

　
鈴
木
さ
ん
の
健
康
法
に
つ
い
て
の

質
間
に
「
早
寝
早
起
き
と
仕
事
を
長

年
や
す
ま
な
い
で
や
っ
て
き
た
こ
と

で
す
…
」
と
ひ
か
え
め
に
語
り
、
「
あ

と
二
、
三
年
ぐ
ら
い
体
の
つ
づ
く
か

ぎ
り
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
今
後
の
抱

負
を
き
っ
ぱ
り
。

　
鈴
木
さ
ん
の
喜
び
を
聞
い
て
周
囲

か
ら
多
数
の
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
く
な
ど
、
鈴
木
さ
ん
の
誠
実
で

責
任
感
の
強
い
人
柄
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
県
遭
卜
下
倉
線
の
斎
瀞
厩
ー
カ

か
る
t
坪
橋
南
東
畢
の
部
山
穿
導

え
つ
ぽ
4
　
　
　
　
‘
鑓

江
坪
と
も
う
地
域
か
あ
る
、
今
は

小
区
域
の
イ
寧
ヂ
な
っ
ノ
カ
・
、
一
戦
、

∵
国
酔
代
ヵ
、
茜
歯
緒
深
レ
地
薯
て

伊
達
晴
宗
（
政
寒
の
祖
父
）
が
家

　
　
　
　
ロ
ぢ
ぎ
よ
じ
り
し
み

臣
鴛
与
え
た
知
行
書
に
こ
の
士
地

．
⑳
条
見
葛
．
轟
毒
繕

い
の
象
と
ま
っ
た
区
域
の
憲
課
で
、

斎
ガ
坦
に
ち
隊
五
だ
名
で
、
こ
の

川
筋
で
早
く
開
田
　
、

・
き
れ
た
場
合
で
み

　
　
　
　
あ
撃
求
か
い
ど
う

　
る
。
昔
の
東
街
道

は
）
ご
を
通
つ
で

北
に
向
っ
だ
。
チ

　
る
㌧
峠
ぽ
そ
の
山

、
。
越
え
道
で
、
瞭
の

一
登
ゆ
口
に
古
く
か

ら
舞
が
あ
っ

　
た
が
」
廃
寺
に
逢

　り

跡
か
た
も
な
い
。

臼
石
誰
鎌
先
県
道

　
　
　
た
ぎ
り

沿
い
に
田
切
と
い

　
触
怪
物
力
驚
鍵
ま
グ
わ
幡
羅
、

袈
拝
℃
憲
が
、
毒
蝿
饗

庸
に
融
鉱
簗
北
地
方
の
画
地
硯
方
露

藁
縄
筆
薦
讐
繋
毒

を
カ
っ
は
と
摂
ヶ
ガ
ら
、
そ
れ
嵐

軸
螺
蜘
縫
誘
曙
う
フ
．
拳
都

婆
に
束
北
と
硲
つ
と
ご
ろ
が
あ
ゑ

本
釆
は
陶
器
厨
が
誤
つ
て
東
北
の

滋
婁
あ
で
た
と
い
わ
れ
る
。
真
偽

は
と
に
か
く
、
ζ
の
山
中
に
中
世

　
　
　
　
　
　
（
約
五
百
年
前
）

　
　
　
　
　
　
　
か
ま
ば

雌アレりレ
　　　⑰
伝説や屋史と地節

め
窯
場
跡
が
あ
り
、

専
門
家
に
よ
る
と
、

こ
こ
で
焼
か
れ
た

陶
磁
器
は
仙
南
・
福

、
島
県
北
地
方
に
売

・
り
さ
ば
か
れ
た
と

い
う
。
興
味
深
い

話
で
あ
る
。
最
近
、

住
居
表
示
で
消
え

た
が
寿
山
の
北
斜

面
塩
蘇
乳
と
い

う
地
域
が
あ
っ
た
。

う
場
所
が
あ
る
。
伝
え
に
よ
石
と
寿
山
は
伊
達
政
宗
の
命
名
と
も
、

盈
熱
灘
と
い
う
上
髭
の
家
臣
答
家
三
代
景
長
の
璽
伊
達
家
一

・
の
領
地
だ
づ
た
と
い
う
が
P
並
れ
　
五
代
吉
村
祖
母
）
の
命
名
と
も
い
わ
　
皿

一
繕
略
れ
藷
．
甥
ど
は
、
こ
馨
．
彼
畜
こ
こ
癒
睾
設
榊

・
こ
ま
で
で
田
ぱ
終
η
と
い
う
“
開
　
昼
“
い
ま
の
市
営
ア
パ
ー
ト
附
近
〉
、
　
．

冒
勢
髪
っ
毒
誓
さ
喜
重
の
方
の
緩
地
緩
く
塁
の
｛

欄
葉
、
こ
¢
地
に
片
倉
家
の
家
中
に
　
花
を
眺
め
た
の
で
つ
い
た
名
だ
と
　
岬

蒙
藻
の
塾
勢
窪
ず
齢
い
鉱
ま
こ
と
に
羅
姦
名
£

陽
薩
馨
羅
語
讐
認
あ
君
ム
毯
．
、
　
皿

…
屋
敷
老
い
ケ
土
地
が
あ
焦
昔
か
　
　
　
　
　
「
（
市
史
編
さ
ん
室
〉
　
椰

ド
ー
妻
｝
ー
郵
ー
ー
ー
｝
ー
ー
裂
ナ
あ
f
養
劃
婁
ー
ー
塗
！
，
｝
季
ー
ー
㌧
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衆》が家

今井綾子ちゃん（福岡）

繁雄さん、敦子さんの長女

ママからひとこと

ミアヤちゃんガおおらかな

健康美人にな～れモ

轟
鷺
丁

慮熱肖
蹄

　「お日さまの誕生日」

　　　　　　　　　ノパ　

わたしの

　勿暫鞍勿

「働くおじさん」

　太田哲充（大平小4年

　　　艦
萎i

歌

壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕
　
　
　
　
　
名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
　
係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
　
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
帰
省
の
孫
の
手
跡
残
り
し
窓
ガ
ラ
ス
拭
く
を
た
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
い
と
惜
し
う
し
て
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
多
き
賀
状
に
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
り
年
に
一
度
の
た

川
股
兵
三
選

　
　
待
ち
か
ね
し
授
胎
を
告
げ
て
く
る
嫁
の
は
ず
か
し
げ

　
　
な
る
電
話
い
と
お
し
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

　
　
想
い
出
が
今
の
吾
が
身
の
生
き
が
い
と
温
き
部
屋
に

　
　
て
歌
集
読
み
を
り
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

　
　
七
草
の
野
芹
を
探
す
冬
の
田
に
凧
上
げ
遊
ぶ
父
と
子

　
　
の
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

　
　
ひ
と
群
を
は
な
れ
つ
が
い
の
白
鳥
か
憩
う
岸
辺
に
水

　
　
輪
き
ら
め
く
　
　
　
　
　
　
　
　
高
高
橋
千
代
子

　
　
病
床
に
長
く
明
け
暮
れ
し
妹
に
わ
れ
半
分
の
命
与
え

の
し
ひ
と
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

離
り
住
む
娘
ら
の
見
舞
に
も
う
一
夜
泊
れ
と
言
ひ
て

強
ひ
て
と
ど
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

子
育
て
の
時
は
聞
か
ね
ど
子
守
す
る
孫
を
抱
き
し
夫

の
歌
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

娘
の
家
族
ら
帰
り
て
ゆ
け
ば
広
く
な
り
夫
は
テ
レ
ビ

の
音
高
く
す
る
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

夫
が
勤
め
し
駅
も
無
人
と
な
り
果
て
て
駅
舎
静
か
に

カ
ー
テ
ン
閉
ざ
す
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

外
国
に
住
む
子
思
ひ
つ
つ
除
夜
の
鐘
し
み
じ
み
聞
け

り
テ
レ
ビ
の
前
に
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

枯
れ
一
葉
散
り
て
明
か
る
き
木
蓮
の
枝
に
春
待
つ
固

き
蕾
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

無
器
用
に
教
壇
に
立
ち
て
三
十
年
残
れ
る
歳
月
ま
た

無
器
用
に
　
　
　
　
　
　
　
・
　
勅
使
瓦
令
造

卜但

壇

鈴
木
貞
二
選

拝
殿
に
揺
ら
ぐ
明
り
や
初
詣

寒
明
け
て
寒
の
き
び
し
き
朝
タ
ベ

初
詣
終
へ
て
白
鳥
住
む
川
へ

寒
明
け
て
途
惑
う
寒
さ
つ
づ
き
け
り

寒
明
け
を
待
ち
こ
が
る
ぽ
ど
老
い
に
け
り

寒
明
け
の
街
を
自
転
車
強
く
踏
み

軒
並
み
に
追
わ
れ
て
か
な
し
猫
の
恋

寒
明
け
の
日
差
し
に
ひ
か
り
町
の
中

寒
明
け
も
近
く
ご
ま
餅
つ
き
に
け
り

初
荷
旗
雪
舞
ふ
中
を
過
ぎ
に
け
り

店
の
前
ざ
わ
め
き
た
ち
て
初
荷
か
な

枯
菊
の
な
ほ
の
こ
り
を
り
紅
白
に

風
な
ぎ
て
明
る
さ
を
増
し
寒
明
け
ぬ

自
転
車
に
初
荷
の
の
ぼ
り
立
て
て
行
く

降
る
雪
に
孫
の
手
袋
買
い
揃
え

土
埃
な
ど
に
ま
み
れ
し
猫
の
恋

　
O
次
号
の
課
題
は
彼
岸
、
春
の
山
三
旬
。

　
館
で
行
い
ま
す
。
題
・
春
の
宵
、
鶯
、

　
大
庭
良
子

　
高
橋
和
歌
子

　
草
野
美
沙

　
青
木
良
子

　
岡
崎
澄
子

　
鈴
木
民
子

　鈴

木
鉄
二
郎

　
佐
藤
周
子

　
川
村
静
恵

　
　
近
内
キ
ヨ

　
　
太
田
敏
子

　
佐
藤
善
夫

　
鈴
木
い
く

　
勅
使
瓦
令
造

　
　
石
沢
敏
子

高
子
た
ち
ば
な

9
二
月
旬
会
は
三
月
二
十
四
日
㈹
十
二
時
半
よ
り
中
央
公
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雑
詠
。

”



公民館だより

3月15日～3月18日
催蓋 白石市中央公民館

白石市教育委員会 串湯　白石市中央公民館

一一催しもののお知らせ一
！〒メー癬大喜

3月15日（劃午後6時30～8時30

展

示

『マタ串』

5
／
1
5
働
～
5
月
1
8
鳳

実　習

実　演

売口艮

1 階

図書館

（
親
子
読
書
教
室

手
づ
く
り
絵
本

展
示

調理
実習室

（
料
理
講
座

料
理
展
示

実
羽
目

工伶室

（
郷
土
史
研
究
講
座
）

郷
土
史
・
土
器
展
示

1階

ロビー

（
華
道
・
書
道
講
座
・
サ
ー
ヶ
ル

華
道
・
書
道
作
品
展
示

団体塞

（
絵
画
サ
ー
ク
ル

絵
画
作
品
展
示

大ホール

ロビー

飢
餓
に
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
等
の
パ
ネ
ル

ユ
ネ
ス
コ
パ
ネ
ル
展
示

2 階

料理講座
七　　宝　　焼

陶
玄

視聴覚蜜

（
土
曜
講
座
・
東
北
サ
ー
ク
ル

陶
芸
作
品
展
示
・
即
売

婦
人
教
養
講
座
作
品
展
示

第圭、2

講座室

地
区
公
民
館
作
品
展
示

　
蜜

2
修

第
砺

（
七
宝
焼
サ
ー
ク
ル
）

七
宝
焼
作
品
展
示

即
売

3月16・17日午前10時から実習、実習題はミ春のおもてなし・。
希望者は200円を添えて中央公民館にお申し込みください。

3月16・17日実演コーナーを設けます。気軽るにおいでください。

東北サークルの作品を即売します。ご期待ください。

3月18日〔月）は午前中だけ展示します。 当日の売上金の一部は飢餓で苦しんでいるアフリカヘ。

一マタギと少年、熊と愛犬が

　　　　演じる感動の名作

　出演　西村晃・安保吉へ地

　入場は無料です。ご近所お誘い

　合わせの上ご来場くださヒ、・．

　（※中学生以下の方は父兄同伴

　でお願いします。）

3月16日団午後2時～3時30

クイズダービーなどテレビでも

おなじみのマンガ家はらたいら

氏の講演です。

六

3／鴛（土）

鋪

｝

戯≠　、カラオケ7皇

　3月16日出午後6時～9時

　昨年の好評にこたえて今年も行

います。最近ヒット曲からナツメ

ロまで得意の曲で奮ってご参加く

ださい。

〉参加対象　昭和60年3月1日現

　在臼石市に居住、もしくは職場

　を有する男・女計35名（グルー

　プも可）

レ伴奏にっいて　伴奏はカセット

　テープとし、参加者が持参して

　ください。　（頭出しをして、所

　有者名を明記してください。）

〉その他　審査等は行いません。

　歌詞コードは各自持参し、当日

　午後5時30分まで集合してくだ

　さい。

〉参加申し込み及び間い合わせ

　　3月11日（目ぽで中央公民館へ

　電話等で申し込みください。

　（費4－5377、6－2453）。定員に

　なりしだい締切ります。

3／15（金〉 3／17（日） 斎　・’ 軍
ッ

1
　　　図書館
　黎鳶 自」惜き1：一1　万τ　i

　　－1・一アJ　　l尋」二

1一図書館が入学準備をお手伝い一I

l　しっけ、教育、健康などお父さ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ん、お母さんに読んでいただける1

1本のほか・お子さんには・絵本・i

i童話・科学・よみものなどの本匂

1用意しました。お子さんといっしよl

hご利用くださいQ

l　　　　　　　　　　I
　■　中学、高校生のみなさん！　1

1　今、青春の大切なとき、　　　・
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
l　読んでおきたい本、いろいろ　i

　　　　　　そろえてみました。

1　春休みに図書館へ来てみませんか。r

i中学、高校生のみなさんが、楽し

！く、充実したひととき腿ごせる

1ような小説、文学、人生論、趣味i

lの本など、はば広く用意しました。1

iあなたの“大切な1冊の本”と1
の出会いで豊かなへ生を……，，

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l一春休みには図書館を　　　　　i

i　　　　　　　ご利用ください一1

催

し
も
の

PM6：00～6：20
　　へ形劇上演
　　『かめさんのこうら』

　　一婦人ボランティアー

PM6＝30～8＝30
　　親子映画会
　　『マタギ』

PM1：30～1：50
　郷土芸能発表
　　『臼石団七踊り』

PM2：00～3：30
　　文化講演会
　　『人生らく書き帖』

　　一はらたいら氏一

PM6：00～9＝00
」月素人カラオケ大会

AM9：00～
　　女子家庭バレーボール大会

　演題　「入生らくがき帖」

　講師　はらたいら氏

※入場は無料ですが、入場整理券

を発行しますので、教育委員会社

会教育課（費5－2111内線411）ま

たは中央公民館（費4－5377、6

－2453）からお早めにお求めくだ
さ1‘』：、

・4

▲昨年行われたカラオケ大会

、，急●

幽［鱒
　　キ　　　　　　　り

甜1

榎、

∋蜘春囲碁1聾1ナ会

　　熱戦を繰ら耳耳ける

　去る2月3日（日）中央公民館にお

いて恒例となった新春囲碁将棋大

会が開催され、各ランケごとに熱

戦が繰り広げられました、、

　各ランクごとの入賞者は次のと

おりでした。

〈
囲
碁
の
部
〉

〈
将
棋
の
部
〉

組

A　組
B　組
C　組

組

有段者組
窪・

静A

B　組
C　組

優　　　勝

玉　手　　　治

保　科　栄　二

井　上

優　　　勝

義正浦三

田　辺　英　孝
昌尺半

半　沢　元　春

準優　勝
船　渡　恒　男

桑　折　房　夫

宮　前　晶　夫

準優　勝

小川克彦
菅　野　　　章

塩　谷　清　助

瀬古藤

位三第

斎　藤　英　司

門脇貞造
高　橋　正　哉

位一
一
一

第

佐　藤　　　康

渚　股哲郎
高　野　　　実

小野順貴

た
の
し
い
は
リ
リ
松
全
6
巻

少
肋
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女
科
U
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．
†
ヶ
征
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土継腿暴華
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新
着
図
書
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（
抄
）

「
世
「
謎
と
発
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事
典
．
二
省
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報
　
ノ
ト
ワ
ー
ヶ
社
会
今
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只
『

「
十
年
先
を
読
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｝
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．
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小
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r
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の
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坂
恨
厳
夫

地
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坂
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充
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仕
事
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人
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ガ
f
ド
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子
と
も
の
し
あ
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扁
集
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お
ん
な
の
原
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藤
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不
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ア
・
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ニ
ワ
・
シ
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ハ
か
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武
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植
物
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住
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食
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し
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ぼ
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フ
ー
テ
f
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玉
村
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男

太
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法
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澄
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盆
春
信
高
外

源
氏
物
語
五
十
四
帖
　
　
　
～
　
好
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た
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実

世
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F
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謁
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ろ
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｝
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ケ
ー
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・
コ
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卜
危
険
水
域
．

　
　
　
　
　
　
リ
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子
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［
子
年
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一
っ
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わ
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占
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冒
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作
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、おトr『しら1∫せ

市役所Φ．所査地』

白贋市宇桜小路簿

〒989畷豊52τ，”（嫌）

覇諦、．

1』国民年金1
来月から

国民年金保険料が変わります

　4月から昭和60年度がスダート

しますが’国民年金の保険料も1

ケ月6，740円に変わります。私た

ちが受ける年金は、将来にわたっ

ても生活の支えとなるよう、一定

の水準を保つ必要があります。ま

た．年金制度を今後も健全に運営

していくためには、年金の給付と

保険料の負士旦のバランスを保っこ

とも大切なことです。

　だれもが、少ない保険料で多く

の年金を、と望むところですが、

もし保険孝斗の額をそのままに才居え

置きますと、後の世代の若いぺた

ちに多くの負担がかかる二とにな

ってしまいます，このため、保険

料の急激な負担とならないよう、

毎年段階的な引き上げが行われて

いるわけで’す。

　国民年金制度は、世代間の助け含

1、・の制度です。今後も安定した制度

（乃運営、世代間の公平を図るため、

また、だれもが年金を受け豊かな

老後をお1れるよう、保険料の引

き上げについてご理解とご協力を

お原貞し・します。

　固定資産課税台帳、
　

1の縦覧期問について1

　例年3月1日から20日まで固定

資産課税台帳の縦覧をしておを）ま

したが、今年は4月1日から20日

までに変更になりますのでお知ら

せします。

レ期目　昭和60年4月1日～4月

　20日（ただし、日曜日を除く執

　務時間内）

＞場所　白石市役所税務課

※昨年、相続、贈与、売買及ぶ家

屋の新増築、取りこわし等を行っ

た方は台帳を確認してください。

　登録等にあやまを）があった場合

の修正する期問でもあぴ）ますので

ぜひご来庁のうえ縦覧をお願いし

ます。なお電話による間い台わせ

は受付けできませんのでご丁承く

ださい。

　白石調理師会では調理講習会を

次により行います。みなさんふるっ

てご参加ください．

〉日時　昭和61）年3目28日（木）

　　　　午前9時より午後1時

＞場所　自石市立健康センダー

　　　　栄養指導室

》内容　会席料理に利用できる鮨

　　　　調理

》講師　宮城調理師学校

　　　　講師　森谷一夫氏

※詳しくは、自石調理師会・会長

阿子島秀一までお問い含わせくだ

さい。

・巡翻発明相談1

　社団法へ発明協会宮城県支部で

は専門職員を招いて中小企業を対

象とした巡回発明個別相談会を次

によン）行います。

＞日時　昭和60年3月15日（金）

　　　　午前10時～午後4時

〉場所　宮城県大河原合同庁舎4

　階（第二会議室）

〉相談内容　工業所有権全般指導

　相言炎、特…言午庸報相談、その他D

〉相談料　無料

※詳しくは、同支部（県商工振興

課内暦0222－63－2！11内線606）ま

たは、大河原地方県事務所商工労

政課al）2245－3－3111内線241へ

お問い合わせ1ださいo

蝿六の蒙受講生募集義
各講座の受講生を次により募集

します。みなさんふるってご参加

くださ1、、こ，

〉場所　働く婦人の末

〉受講料　無料（ただし材料費は

個べ負担1

レ申し込み　働く婦への家盈5一

（
〆

　3月3日宮城県知事

　選挙投票日です

5095へお申し込みくださ

卜1日
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酒1、ヅ、、重縮牽彗嗣繕 募藁

　児童館では、昭和60年4月から

利用される児童の登録申請を受付

けいたします。市内の小学校に在

籍する児童であれば、だれでも児

童館を利用することができます．

持に両親の共働きなどによって留

守がちになる家庭の場合等は学校

放課後に健全な遊び場として利用

されるようおすすめします。

　なお母親7ラフ等もご利用でき

ます。

》申請期間　3月1日（㊨～3月20

　日（水1

※申請用紙等詳しい二とは社会福

祉事務所費5－211！〔内線147）、第1

児童館a5－7070、第2児童館費5－

3875へお問い合わせ1ださい。

霜除む、、，1養教室受講盗募集

〉受講期間　昭和61）年4月～61年

　3月
〉受講回数　16回

》受講場所　健康七ンダー

〉募集人員　40へ

〉受講料無料（材料費実蜘
〉申し込み　3月20日（胴まで衛生

　課1内線137138）へお申し込

　み1だきい。

醗β月・4月種∫佃・

　　　　　　目喬一亀L募葉

　自衛隊では、自衛官（2等陸・

海士）を募集しています。

〉応募資格　18歳から25歳辛満の

　男子。

》入隊時期　3月下旬～4月下旬。

　　　1は、市民課1内線13Dま

たは大河原募集事務所／大河原町

高砂町9－1燈02245（3β1851へお

問1，為台わせ1ださい，

たばこは市内で買いましょう

翻潮勤車餐痛技1両、L
　　　　　訓繍憂講歪募三．

〉期日　3月9日仕）～10日（日）

　　　午前9時から午後4時
〉募集人員　20名

レ訓練内容　学科（ガソリン、ジ

　ーゼ1し、シャシ等、3級整備士

受験希望者対象）

レ受講料　無料

〉会場　宮城県自石高等技術専門

校

〉申し込み　官製はがきに、住所、

氏名、電話番号、職業（または

　勤務先）を明記し、3月7日ま

　で宮城県立白石高等技術専門校

　（〒989－1）2白石市緑が丘1－5、暦

5－2444までわ申し込みくだ趣、㌔

　（電話申し込みも可）

灘し．1、ll。1』開てyる俳勾

　・』乙雰一　川柳圧募集

〉種別と条件　俳旬、短歌、川柳

　で：けしに閾するもの

〉応募方法　各種一へ3首まで封

　書またはハガキに住所、氏名、

　電話番号を明記する二と、、俳旬、

　短歌、川柳の併記は不可

〉選者　俳句　鈴乍貞二完生

　　　　　　川股兵三先生

　　　月怖叩　　針｝オ語呉差先生

〉申し込み先　白石市字桜小路35

　白石市商」二観光課内第27回全

　L体こけしコンプール事務局

〉応募〆切　3月15田

レ入選　各ヤ10首l　I碧念品を贈り

広報しろいしに発却

〉その他　ノ、選作晶の版権は全U

　本こけしコンフ司しに帰属し各

　種印刷物に使用させていただき

　ます，、

　子　ヨ　i　曽噂　ヨ・・」1」　1－　」　づ　1　i－3　悼

官公庁だより
lJ　引 ］　司　轟’ 警　ll　i　 毒　雪　罰 司　尋　雪　蓼

　昭和59年分の所得税の申告と納

税はもうお済みでしょうか。

　申告をしなければならない人が

申告しなかったり、間違った申告

をしますと、f麦で不足の看党金を糸内

めるだけでな1、加算税や延滞税

も納めなければならないことにな

酢）ますぐ，

　所得税の申告と納税は、必ず3

月15日までに済ませましょう。

塵暴萎濾
　　　　　　白石電報電話局

　臼石電報電話局は、突発的な故

障や加害事故・災害等設備に関す

る情報を適確に収集して、即応体

制とザービスの確保を行うことを

目的に、次の方に、電話設備に関

するモニターを委嘱しました。

　自川地区　佐藤　　昇さん

　小原地区

　斎川地区

越河地区

また、

川津　睨春さん

f果不斗琵惚一・良口さん

松野　清二さん

　　　電話に関するご要望、ご注

文を速やかに且つ円滑に収集し、

お客様と電報電話局の連携を密に

するため、次の方に販売情報取次

者を、お願いしました。

町
町
袋
平
原

本
大
長
大
小

菅野市太郎さん

田
西
上
橋

山
上
村
高

礼子さん

暢夫さん

正喜さん

　進さん

電話についてご不便なこと、ご要

望、また地域の電話設備に閏する

こと、どんなことでもお気軽にお

近くの情報モニケーまたは情報取

次者までお申し出1ださい、、

ノ4



、カメラ黛昌鵡興ス 休日急患当番医

　　　　　竹馬大会

　さる1月27日、新春恒例の竹馬
大会が大鷹沢小学校で開かれまし

た。大会では、陣とりゲームや風
船わりなどのゲーム方式を校庭で
繰り広げ、児童達は、コースサィ
εをうめた父兄の大きな声援に答
えようと熱戦を展開していました。

月　日

3／3
10
17
21
24
31

内 斗不

三ギ甫クリニック（5）6854

加藤（司）医院（5）2001

柿崎医院（5）2210

亘理医院（5）8501

大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238

外 斗黍

刈田病院（5）2145

宮城医院（512062

刈田病院（512145
加藤く大）医院（6｝2653

堤医院（5〉1181

斎藤医院（511222

　　越河地区民芸能祭
　2月10日、越河地区民の芸能祭
が越河公民館で開かれました。祭
りでは、77のプログラムに芸達者
が登場、自慢のノドを披露しまし
た。今年で13回を数える大会は、
顔見知りの出演者とあって声’援も

和気あいあいともと行われました。

　　学習の成果を抜露
　2月7ロ、特殊学級児童生徒の
学習発表会が市手をつなぐ親の会
などの主催で中央公民館で開かれ
ました。発表会では、合唱や劇を
披露、最後は、全員による「みな

と」の器楽合奏を楽しみ、訪れた
父兄から盛んな拍手を集めました。

　　　　　　　　　棚・I　l　劃｛　　r

※都合により変更になる場合もあります。

定　例 相 談 （3月分）

相談区分

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業招介

社会保険
相　　　談

税務楯談

消費生活
相　　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
　
　
【

補
巡
サ

婦、へ相談

無料法律
相　　談

障身
相

者

相談目

15

15

15

5・25

5・19

15

15

　
西
金

15

月
木

　
週
・

　
毎
水

リオン12・26

5、
ノホニ

15

15

11

時　　間

10＝00～

　15＝00

10＝00～

　15：00

10：00～
　15＝00

10＝00～
　12；00

10：00～

　13：00

9：30～

　15＝00

10＝00～

　16：00

10：00～

　15＝00

13：00～

　14100

10：00～

　11100

10：00～

　15：00

10：〔）0～

　15＝00

10＝00～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2F皆ホ目言炎室

健康七ンター

2階相談室

第3会議室

臼石市役所

2階会議室

白石市役所

1階消費
生～舌率目言炎室

福祉事務所

自石市役所

自石市役所

4階会議室

白石市役所

第三会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別侍遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地の売
買に関する税金、法人
の税金などの相談

買物苦情、

一般

消費生活

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者の生活、

職業、結婚等

貝［　匡1箒I　l，　へ1モi
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